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3 本研究は、注 2 の共同研究における成果の一部である。
4 本調査の中間時期である2017年の統計を主に参照する。
5 窒脊厩・須厩昔舛奪搭域尻左2017（出入国・外国人政策統計年報2017）
http://www.immigration.go.kr 窒脊厩 須厩昔舛奪沙採（出入国外国人政策本部）（2019年 6 月28日検索）。
6 中国籍約170万（うち約68万が朝鮮族）、ベトナム籍約17万、タイ国籍約15.3万、米国籍約14.3万、ウズベキス
タン籍約6.3万、フィリピン籍と続く。
7 厩亜搭域匂登（国家統計ポータル）Korean Statical Information Service











































でのフィールドでは、近年、情報通信機能である SNS（Social Networking Service）を利用し、実
際にフィールドワークを実施する前に、調査地の重要人物や情報提供者と連絡を取る場合も多くなっ
ている9。本調査は、筆者がソウル特別市での調査中に知り合った長年韓国に在住するあるフィリピ
ン人移民から（永田 2016）、SNS を通じて、フィリピン人コミュニティ NPHI の主要メンバーであ
る C さん（50代女性）を紹介されたところから始まる。2016年 8 月頃、筆者は現地調査に入る前ま



















13 Sambayanan JuneJuly. 2013














































在、大学生になる 2 人のこどもは半島におり、韓国人の夫と 2 人で暮らしている。2018年時点で代
表を 4 年務めたので、次回はもうやらないとのことである。カトリック信徒ではなく、プロテスタ
ントの教会に通い、カトリック教会のミサには来ない。カトリック信徒であり、移民センターに深く

























20 所長の O 氏は大阪の済州島出身者の状況によく精通していた。　
. NPHI の主要なメンバーの動向と社会関係
フィリピン人コミュニティ NPHI が、カトリック教会を含むさまざまなグループと関係している
































21 2019年 2 月24日フィールドノートから。




民の対応に慣れているわけではない。韓国での在住が長く経験豊富で、韓国語が堪能な C さんや T
さんのようなフィリピン人が関わることによって、同センターの活動企画が容易になり、企画を実施
した後の反省や改善にもつながっている。
































また、2019年のフィリピン人コミュニティ NPHI の選挙では、これまで代表であった T さんが退




てきた中心人物たちの多くは、1986年 2 月に起こったフィリピン 2 月革命を経験し、その前後でフ
ィリピン国内において活発になる社会運動の高まりを大なり小なり経験した世代である23。これらの
世代が海外での移住先においてもフィリピン人自助グループの活動に携わってきた。また、済州での
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この調査に協力してくれた済州市のフィリピン人移民である C さん、T さん、そして、移民センターの支援員の
K さん、多文化教育センター所長の O さんを含むすべての済州の人びとに、そして、このような研究を行う機会
を作っていただいた共同研究代表者である野入直美先生に感謝を申し上げます。
